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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体測定装置であって、
　流体に接触することにより該流体の速度および方向の少なくともいずれか一方を検出す
る検出部と、
　所定の中心軸上に中心を有する円の円周上に設けられ、当該流体測定装置の外部との間
で流体が流出入する流出入部と、
　上記中心軸を中心とする環状の流路からなり、該環状の流路に平行な円周上に設けられ
た接続部によって上記流出入部と連通する遠心分離流路と、
　上記遠心分離流路に平行な円周上に設けられた接続部によって該遠心分離流路と連通し
、上記中心軸を通る位置に上記検出部が設けられる検出部流路とを備え、
　上記遠心分離流路は、半径がそれぞれ異なる複数の環状の流路を含むことを特徴とする
流体測定装置。
【請求項２】
　上記検出部流路は、上記遠心分離流路を構成する面のうち、上記中心軸側にある面であ
る内側面において上記遠心分離流路と連通していることを特徴とする請求項１記載の流体
測定装置。
【請求項３】
　上記流出入部は、上記遠心分離流路を構成する面のうち、上記中心軸に対して反対側に
ある面である外側面に設けられていることを特徴とする請求項１または２記載の流体測定
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装置。
【請求項４】
　上記検出部は、流体の一軸方向の速度を検出する２つの検出素子部で構成され、該２つ
の検出素子部は、上記流体の一軸方向の速度を検出する軸同士が互いに直交するように配
置され、かつ、上記検出部流路の方向に対して垂直方向において互いに対面していること
を特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の流体測定装置。
【請求項５】
　上記検出部は、流体の一軸方向の速度を検出する２つの検出素子部で構成され、該２つ
の検出素子部は、上記流体の一軸方向の速度を検出する軸同士が互いに直交するように配
置され、かつ、上記検出部流路について同じ側に、かつ、上記検出部流路の方向に隣接し
ていることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の流体測定装置。
【請求項６】
　上記検出部流路には、上記検出部と接触する位置における上記検出部流路の断面積を、
それ以外の位置における上記検出部流路よりも小さくするための絞りが設けられているこ
とを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の流体測定装置。
【請求項７】
　上記流出入部は、上記遠心分離流路を構成する面のうち、上記中心軸に対して反対側に
ある面である外側面における、上記中心軸方向に対して中央となる領域において上記遠心
分離流路と連通することを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の流体測定装置
。
【請求項８】
　上記中心軸を含む平面による断面において、異なる流路同士が連通する接続部の輪郭形
状における少なくとも１つの角部が、面取りされている、または、曲線形状によって丸め
られていることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の流体測定装置。
【請求項９】
　上記検出部から流体の速度および方向のデータを取得し、該データに対する演算を行う
ことによって、外部環境における流体の速度および方向を出力する演算部をさらに備える
ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の流体測定装置。
【請求項１０】
　絶対方位を検出する方位検出部をさらに備え、
　上記演算部は、上記方位検出部によって検出された絶対方位と、上記検出部によって検
出された流体の方向とに基づいて、外部環境における流体の方向として絶対方位を基準と
する方向を出力することを特徴とする請求項９記載の流体測定装置。
【請求項１１】
　流体の温度を検出する温度検出部および流体の湿度を検出する湿度検出部の少なくとも
いずれか一方をさらに備え、
　上記演算部は、検出された温度および湿度の少なくともいずれか一方のデータ、ならび
に、上記流体の速度および方向のデータに基づいて演算を行い、環境状態の指標データを
出力することを特徴とする請求項９または１０記載の流体測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、流体の速度および方向の少なくともいずれか一方を検出する流体測定装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、流体測定装置において、測定対象の流体と直接的に接触することにより、流体の
速度および方向の少なくともいずれか一方を検出する検出部が設けられている。上記検出
部はヒータおよび温度センサを備えており、上記ヒータに暖められた流体が移動すること
による温度分布の変化を上記温度センサで測定することで、流体の速度および方向の少な
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くともいずれか一方を検出する。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、２枚の整流板の間を流れる空気の速度を検出するマイクロフ
ローセンサを一方の整流板の内側面に配置した風向計が示されている。これにより、整流
板によって気流の乱れが抑制された空気が上記マイクロフローセンサに流入する。
【０００４】
　その他にも、特許文献２には、図１４（ａ）（ｂ）に示すように、所定の間隔をおいて
対向する２枚の流体案内板８０１ａ、８０１ｂの一方または両方の対向面に２つの流体検
出素子８０２ａ、８０２ｂが配置されていて、上記対向面間を流れる流体の流速を検出す
る流体検出装置８００が示されている。
【０００５】
　ここで、流速を検出する対象の流体は例えば特許文献１において例示のように空気であ
り、環境によっては該流体に塵埃が含まれている。すると、例えば特許文献２の流体検出
装置８００では、図１５のように、流速を検出する流体検出素子８０２ａ（８０２ｂ）に
は、流体に含まれる塵埃Ｇが付着して該検出素子８０２ａ（８０２ｂ）を汚染する可能性
がある（図１５）。そして、検出素子８０２ａ（８０２ｂ）が汚染されると、出力感度異
常など検出性能の劣化を該検出部に引き起こす可能性がある。このような問題は、特許文
献１および２に開示の構成のどちらにおいても引き起こされる。
【０００６】
　そこで、特許文献３には、図１７に示すように、導入流路７０１ａ、７０１ｂから流入
してきた塵埃に対して遠心力を作用させる遠心分離室７０２ａ、７０２ｂを備える流量測
定装置７００が開示されている。同文献によれば、遠心分離室７０２ａ、７０２ｂにおい
て遠心力の作用した塵埃は、遠心分離室７０２ａ、７０２ｂの壁面に沿って流れ、上記塵
埃を含まない清浄な流体だけが検出素子７０３に流れる。従って、検出素子７０３には塵
埃が付着および堆積しにくい構造となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１１－１２８１０５号公報（平成２３年６月３０日公開）
【特許文献２】特開平４－２９５７６８号公報（平成４年１０月２０日公開）
【特許文献３】特開２００７－３３８７号公報（平成１９年１月１１日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　さて、流体の速度を測定する流体測定装置においては、その検出対象の流体によって、
流体の流れる方向の影響を受けることなく、流体の速度および方向の少なくともいずれか
一方を検出することが望まれる場合がある。例えば、一般の空気環境において、空気の流
れ（風）の速度および方向の少なくともいずれか一方を取得して、空気の換気状態および
快適性などを監視したい場合などである。
【０００９】
　特許文献１および２に開示の構成では、全方位における流体の速度および方向を検出す
ることができるが、前述のように、検出部（流体検出素子、マイクロフローセンサ）に対
する塵埃の付着および堆積の問題がある。一方、特許文献３では、検出部（検出素子）に
塵埃が付着および堆積しにくい構造となっているものの、全方位における流体の速度およ
び方向を検出することはできない。なぜならば、特許文献３の流量測定装置では、２つの
導入流路しか備えておらず、流体は２方向から流入することしかできないためである。
【００１０】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、流体の流れる方向
の影響を受けることなく、流体の速度および方向の少なくともいずれか一方を検出し、か
つ、流体中の塵埃が検出部に付着することを抑制することができる流体測定装置を提供す
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ることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明に係る流体測定装置は、上記課題を解決するために、流体に接触することにより
該流体の速度および方向の少なくともいずれか一方を検出する検出部と、所定の中心軸上
に中心を有する円の円周上に設けられ、当該流体測定装置の外部との間で流体が流出入す
る流出入部と、上記中心軸を中心とする環状の流路からなり、該環状の流路に平行な円周
上に設けられた接続部によって上記流出入部と連通する遠心分離流路と、上記遠心分離流
路に平行な円周上に設けられた接続部によって該遠心分離流路と連通し、上記中心軸を通
る位置に上記検出部が設けられる検出部流路とを備える構成である。
【００１２】
　上記構成によれば、円の円周上に設けられた流出入部から流体が流出入するとともに、
流路に平行な円周上に設けられた接続部によって上記流出入部と連通する遠心分離流路を
備えている。このような構成によれば、上記流出入部から該遠心分離流路に流入した流体
のうち、一部が上記検出部流路を経由して該遠心分離流路に戻って上記流出入部から流出
することになる。
【００１３】
　よって、環状の流路からなる上記遠心分離流路に流入した流体に含まれる塵埃は、該遠
心分離流路内で遠心力を受けて、環状の外側面近傍領域を流れることになる。従って、上
記検出部流路を経由する流体中に含まれる塵埃の量を抑制することができるので、上記検
出部に塵埃が付着しにくくすることができる。
【００１４】
　また、上記のように、流出入部、流出入部と遠心分離流路との接続部、および、遠心分
離流路と検出部流路との接続部が、それぞれ円周上に設けられている。従って、流体の流
出入は、流体の流れる方向に影響を受けない構成とすることができる。すなわち、流体の
流れる方向の影響を受けることなく、流体の速度および方向のいずれか一方を検出するこ
とができる。
【００１５】
　また、上記の構成によれば、検出部流路へは、遠心分離流路に流入した流体の一部が流
入することになる。よって、検出部流路へ流入する流体の量は、遠心分離流路と検出部流
路との間の導通領域の大きさによって決まることになる。一方、検出部の素子は、その仕
様に応じて、精度良く流体の速度を測定することが可能な速度範囲が決まっている。すな
わち、上記の構成によれば、遠心分離流路と検出部流路との間の導通領域の大きさを適宜
設定することによって、同じ検出部の素子を用いて、外部流体の様々な速度状態に対応可
能な流体測定装置を提供することができる。
【００１６】
　なお、上記の検出部は、後述するように複数の検出素子部を備えた構成となっていても
よい。すなわち、この場合、検出部の領域は、複数の検出素子部が配置されている領域を
含んだ領域となる。このような検出部が、上記中心軸を通る位置に設けられていることに
なる。
【００１７】
　本発明に係る流体測定装置において、上記検出部流路は、上記遠心分離流路を構成する
面のうち、上記中心軸側にある面である内側面において上記遠心分離流路と連通している
構成であってもよい。
【００１８】
　上記構成によれば、上記検出部流路が上記遠心分離流路と連通するのは、上記遠心分離
流路の内側面においてである。ここで、流体中の塵埃が流体から分離される方向は上記遠
心分離流路の外側面の方向である。そのため、上記検出部流路に流入する流体には上記塵
埃がより含まれない。従って、上記検出部に上記塵埃がより付着しないようにすることが
できる。
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【００１９】
　本発明に係る流体測定装置において、上記流出入部は、上記遠心分離流路を構成する面
のうち、上記中心軸に対して反対側にある面である外側面において上記遠心分離流路と連
通している構成であってもよい。
【００２０】
　上記構成によれば、上記塵埃が遠心力を受ける方向である上記遠心分離流路の外側面に
おいて上記流出入部が連通している。そのため、上記外側面まで移動した上記塵埃は上記
流出入部から外部に放出される。従って、流路を清浄に保つことができる。
【００２１】
　本発明に係る流体測定装置において、上記検出部は、流体の一軸方向の速度を検出する
２つの検出素子部で構成され、該２つの検出素子部は、上記流体の一軸方向の速度を検出
する軸同士が互いに直交するように配置され、かつ、上記検出部流路の方向に対して垂直
方向において互いに対面している構成であってもよい。
【００２２】
　上記構成によれば、上記２つの検出素子部は、上記流体の速度を検出する軸の方向同士
が互いに直交するように配置されている。そのため、上記２つの検出素子の各々で、上記
流体の速度および方向の直交する成分をそれぞれ検出することができる。
【００２３】
　また、上記の構成では、上記検出部を構成し、流体の一軸方向の速度を検出する２つの
検出素子部は、流路の方向に対して垂直方向に対面している。そのため、上記２つの検出
素子部は流体の流れる方向における同じ位置で流体の速度を検出できる。従って、上記検
出部において、２つの検出素子部の位置のずれによる測定誤差を生じさせることなく、流
体の速度および方向を正確に検出することができる。
【００２４】
　本発明に係る流体測定装置において、上記検出部は、流体の一軸方向の速度を検出する
２つの検出素子部で構成され、該２つの検出素子部は、上記流体の一軸方向の速度を検出
する軸同士が互いに直交するように配置され、かつ、上記検出部流路について同じ側に、
かつ、上記検出部流路の方向に隣接している構成であってもよい。
【００２５】
　上記構成によれば、上記２つの検出素子部は、上記流体の速度を検出する軸の方向同士
が互いに直交するように配置されている。そのため、上記２つの検出素子部の各々で、上
記流体の速度の直交成分をそれぞれ検出することができる。
【００２６】
　また、上記の構成では、上記２つの検出素子部は上記検出部流路について同じ側に設け
られている。そのため、上記２つの検出素子部に接続する電気配線を上記検出部流路につ
いて同じ側に設けることができる。従って、上記電気配線の取り回しを容易にすることが
できる。
【００２７】
　本発明に係る流体測定装置において、上記遠心分離流路は、半径がそれぞれ異なる複数
の環状の流路を含む構成であってもよい。
【００２８】
　上記構成によれば、上記遠心分離流路に含まれる複数の環状の流路はそれぞれ半径が異
なっている。ここで、半径が大きい環状の流路はその環状部分の流路長が長く、半径が小
さい環状の流路は曲率が大きい。従って、半径が大きい環状の流路は多くの塵埃を分離す
ることができる。また、半径が小さい環状の流路はその環状部分を通る流体および塵埃に
働く遠心力が強いので、重い塵埃だけでなく小さく軽い塵埃も分離することができる。
【００２９】
　本発明に係る流体測定装置において、上記検出部流路には、上記検出部と接触する位置
における上記検出部流路の断面積を、それ以外の位置における上記検出部流路よりも小さ
くするための絞りが設けられている構成であってもよい。
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【００３０】
　上記構成によれば、上記検出部流路の絞りによって、上記検出部と接触する位置におけ
る上記検出部流路の断面積（流路面積）が小さくなる。そのため、上記検出部と接触する
位置における流体の流れが安定する。従って、上記検出部で正確な流体の速度および方向
を検出することができる。
【００３１】
　本発明に係る流体測定装置において、上記流出入部は、上記遠心分離流路を構成する面
のうち、上記中心軸に対して反対側にある面である外側面における、上記中心軸方向に対
して中央となる領域において上記遠心分離流路と連通する構成であってもよい。
【００３２】
　上記構成によれば、上記流出入部から流入した流体は、上記遠心分離流路において、そ
の主流方向が、上記中心軸方向に対して垂直な水平面上にあることになる。すなわち、流
体の流量が最も多い主流方向と同じ水平面上に流出入部が存在するため、流出入部から塵
埃が排出されやすい構成とすることができる。
【００３３】
　本発明に係る流体測定装置において、上記中心軸を含む平面による断面において、異な
る流路同士が連通する接続部の輪郭形状における少なくとも１つの角部が、面取りされて
いる、または、曲線形状によって丸められている構成であってもよい。
【００３４】
　上記構成によれば、上記接続部を通る流体の流れが安定する。従って、上記接続部にお
ける流体の速度および方向の変化を抑制することができる。
【００３５】
　ところで、流体測定装置のユーザは、該流体測定装置の外部環境における流体の速度お
よび方向を知りたい場合がある。
【００３６】
　そこで、本発明に係る流体測定装置は、上記検出部から流体の速度および方向のデータ
を取得し、該データに対する演算を行うことによって、外部環境における流体の速度およ
び方向を出力する演算部をさらに備える構成であってもよい。
【００３７】
　ところで、測定を実施する外部環境に対してどのような向きで流体測定装置を設置した
としても、その向きによらず、該外部環境における流体の方向を絶対方位に基づいて検出
できることが好ましい。
【００３８】
　そこで、本発明に係る流体測定装置は、絶対方位を検出する方位検出部をさらに備え、
　上記演算部は、上記方位検出部によって検出された絶対方位と、上記検出部によって検
出された流体の方向とに基づいて、外部環境における流体の方向として絶対方位を基準と
する方向を出力する構成であってもよい。
【００３９】
　本発明に係る流体測定装置は、流体の温度を検出する温度検出部および流体の湿度を検
出する湿度検出部の少なくともいずれか一方をさらに備え、上記演算部は、検出された温
度および湿度の少なくともいずれか一方のデータ、ならびに、上記流体の速度および方向
のデータに基づいて演算を行い、環境状態の指標データを出力する構成であってもよい。
【００４０】
　上記構成によれば、流体の温度および湿度の少なくともいずれか一方と、流体の速度お
よび方向とに基づいて、例えば外部環境の快適度のような環境状態の指標データをユーザ
に提供することができる。
【発明の効果】
【００４１】
　以上のように、本発明の流体測定装置は、流体に接触することにより該流体の速度およ
び方向の少なくともいずれか一方を検出する検出部と、所定の中心軸上に中心を有する円
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の円周上に設けられ、当該流体測定装置の外部との間で流体が流出入する流出入部と、上
記中心軸を中心とする環状の流路からなり、該環状の流路に平行な円周上に設けられた接
続部によって上記流出入部と連通する遠心分離流路と、上記遠心分離流路に平行な円周上
に設けられた接続部によって該遠心分離流路と連通し、上記中心軸を通る位置に上記検出
部が設けられる検出部流路とを備える構成である。
【００４２】
　これにより、流体の流れる方向の影響を受けることなく、流体の速度および方向のいず
れか一方を検出し、かつ、流体中の塵埃が検出部に付着することを抑制することができる
という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】（ａ）（ｂ）は、実施形態１に係る流体測定装置の中心を通る側面断面図であり
、（ａ）は上記流体測定装置の断面を正面視した図であり、（ｂ）はその断面の斜視図で
ある。
【図２】（ａ）は、実施形態１に係る流体測定装置の斜視図であり、（ｂ）は該流体測定
装置の分解図であり、（ｃ）は該流体測定装置が備える検出部の構成を示す図である。
【図３】（ａ）は、図２（ａ）に破線Ａ－Ａ’で示す矢視断面図であり、（ｂ）は、図２
（ａ）に破線Ｂ－Ｂ’で示す矢視断面図である。
【図４】実施形態１に係る流体測定装置における検出部流路部近傍の拡大図である。
【図５】実施形態１に係る流体測定装置において、遠心分離流路部、および底部流路部の
接続部近傍の拡大図である。
【図６】検出素子と接触する流体の速度と、該検出素子の出力電圧との関係の一例を示す
グラフである。
【図７】実施形態１に係る流体測定装置の変形例を示す模式図である。
【図８】実施形態１に係る流体測定装置の他の変形例の構成を示す図である。
【図９】（ａ）は実施形態１に係る流体測定装置のさらに他の変形例の構成を示す図であ
り、（ｂ）は（ａ）に破線Ｃ－Ｃ’で示す矢視断面図である。
【図１０】実施形態１に係る流体測定装置に形成された信号処理回路の構成を示すブロッ
ク図である。
【図１１】（ａ）（ｂ）は検出素子の構成を示す図である。
【図１２】実施形態２に係る流体測定装置の模式図である。
【図１３】（ａ）、（ｂ）はそれぞれ実施形態３に係る流体測定装置の模式図であり、（
ｃ）は参考に係る流体測定装置の模式図である。
【図１４】（ａ）は従来の流体測定装置の構成を示す図であり、（ｂ）は該流体測定装置
における検出素子の配置を示す図である。
【図１５】従来の流体測定装置における検出素子近傍の模式図である。
【図１６】（ａ）（ｂ）従来の流体測定装置における検出素子近傍の他の模式図である。
【図１７】従来の他の流体測定装置の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　以下、本発明の実施形態について、図１～１３を参照しながら詳細に説明する。なお、
各実施形態に記載されている構成部品の寸法、材質、形状、相対配置などは、特に特定的
な記載がない限り、この発明の範囲をそれのみに限定する趣旨ではなく、単なる説明に過
ぎない。
〔実施形態１〕
　（流体測定装置の構成）
　まず、図２（ａ）～図２（ｃ）を用いて、本実施形態の流体測定装置１００の構成を説
明する。
【００４５】
　図２（ａ）は、流体測定装置１００の斜視図であり、図２（ｂ）は流体測定装置１００
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の分解図である。
【００４６】
　図２（ａ）に示すように、外形が略円筒形となっている流体測定装置１００は、その側
面の全方位角方向に流出入部１０３１を備えている。流出入部１０３１を通って、外部（
外部環境）より流体が流体測定装置１００に流入するとともに、外部に対して流体測定装
置１００から流体が流出する。
【００４７】
　図２（ｂ）に示すように、流体測定装置１００は、検出素子基板搭載部１０２に搭載さ
れる検出素子基板１０１と、制御基板１０４１とを備えている。
【００４８】
　制御基板１０４１上には、演算部１０４２、温湿度センサ１０４４（温度検出部／湿度
検出部）および方位センサ１０４５（方位検出部）が備えられている。温湿度センサ１０
４４は、流体の温度および湿度を検出する素子であり、方位センサ１０４５（デジタルコ
ンパス）は、東西南北の絶対方位を検出する素子である。
【００４９】
　なお、本実施形態では、温度及び湿度を検出する温湿度センサ１０４４を設ける構成と
しているが、温度のみを検出する温度センサのみを設ける構成、または、湿度のみを設け
る湿度センサのみを設ける構成としてもよい。
【００５０】
　演算部１０４２は、検出部１０４３、温湿度センサ１０４４、および方位センサ１０４
５と電気的に接続されて、信号処理回路１０５（図１０参照）が形成されている。
【００５１】
　検出素子基板１０１上には、図２（ｃ）に示すように検出部１０４３が配置されている
。検出部１０４３は、２つの検出素子１０４３ａ、１０４３ｂ（検出素子部）で構成され
ている。検出素子１０４３ａおよび１０４３ｂは、それぞれ、接触する流体の一方向にお
ける流速を検出する検出軸を有する素子であり、その検出軸同士を互いに直交させた状態
で検出素子基板１０１上に配置されている。検出素子１０４３ａ、１０４３ｂが検出した
それぞれの検出軸方向の流速成分から、流体の速度および方向が分かる。
【００５２】
　従って、本発明に係る流体測定装置１００は、全周方向からの流れを導入する流入部（
流出入部１０３１）と、風向を検出するため少なくとも2軸方向に感度をもつ流速検出素
子（検出部１０４３）を備え、流出部（流出入部１０３１）は流入部と同一のものである
風速風向測定装置（流体測定装置１００）であるということもできる。
【００５３】
　図１（ａ）（ｂ）に、流体測定装置１００の中心を通る側面断面図を示す。図１（ａ）
は流体測定装置１００の断面を正面視したものであり、図１（ｂ）はその断面の斜視図で
ある。
【００５４】
　図１（ａ）に矢印で示すように、流体測定装置１００の内部には、流出入部１０３１か
ら流入した流体の流路が形成されている。上記流路は、流出入部１０３１、遠心分離流路
部１０３２ａ、１０３２ｂ、検出部流路部１０３３、および底部流路部１０３４で構成さ
れている。
【００５５】
　図１（ａ）（ｂ）に示すように、上部構造１０３には、遠心分離流路部（遠心分離流路
）１０３２ａが形成されている。また、遠心分離流路部（遠心分離流路）１０３２ｂは、
上部構造１０３と検出素子基板搭載部１０２の側面との間に形成されている。また、検出
部流路部１０３３は上部構造１０３と検出素子基板搭載部１０２の上面との間に形成され
ている。
【００５６】
　流出入部１０３１は、円筒形を有する流体測定装置１００の側面の全方位角方向に形成
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されている。流出入部１０３１は、複数の開口部が方位角方向に等間隔で設けられている
構成であってもよいし、全方位角方向に連通するスリットであって、該スリットに所定の
数の柱が設けられた構成であってもよい。
【００５７】
　遠心分離流路部１０３２ａ、１０３２ｂは、どちらも、中心軸が同じで径の異なる２つ
の円筒を内側面および外側面とする間隙に形成された環状の流路である。上記外側面およ
び内側面は、検出部１０４３（検出素子１０４３ａ、１０４３ｂ）を通る垂直軸を中心軸
としている。遠心分離流路部１０３２ｂの環状の径は遠心分離流路部１０３２ａの環状の
径よりも小さく、遠心分離流路部１０３２ｂは、遠心分離流路部１０３２ａの内側に、遠
心分離流路部１０３２ａと並行するように形成されている。
【００５８】
　遠心分離流路部１０３２ａは、当該遠心分離流路部１０３２ａの外側面の上部領域にお
いて流出入部１０３１と全方位角方向において連通している。また、遠心分離流路部１０
３２ｂは、当該遠心分離流路部１０３２ｂの外側面の下部領域において、遠心分離流路部
１０３２ａの内側面の下部領域と全方位角方向において連通している。また、検出部流路
部１０３３は、遠心分離流路部１０３２ｂの内側面の上部領域と全方位角方向において連
通している。
【００５９】
　すなわち、流体測定装置１００は、流体の流入方向と垂直に円筒状の流路を形成する内
部円筒路（遠心分離流路部１０３２ａ、１０３２ｂ）を備え、流入した流れを、上記内部
円筒路外側壁面を利用して三次元的に分流することでその一部を検出部１０４３へと導入
することを特徴とする内部流路構造を備えるということもできる。
【００６０】
　また、流体測定装置１００は、上記内部円筒路の外側壁面を利用して分流した流れを，
さらに上記内部円筒路の内側壁面を利用して分流し，その一部を検出部１０４３へと導入
することを特徴とする内部流路構造を備えるということもできる。
【００６１】
　底部流路部１０３４は、遠心分離流路部１０３２ａ、１０３２ｂの下部領域において、
該遠心分離流路部１０３２ａ、１０３２ｂと全方位角方向において連通している。
【００６２】
　以上のように、流出入部１０３１から全方位角方向に対して流体が流出入することがで
きる。
【００６３】
　また、流出入部１０３１と全方位角方向において連通する環状の流路からなる遠心分離
流路部１０３２ａを備えており、流出入部１０３１から遠心分離流路部１０３２ａに流入
した流体のうち、一部が検出部流路部１０３３を経由して該遠心分離流路部１０３２ａに
戻って流出入部１０３１から流出する。
【００６４】
　また、流体測定装置１００において、流出入部１０３１および遠心分離流路部１０３２
ａは検出部１０４３を通る中心軸に対して全方位角方向に対称性を有する構造となってい
る。従って、流体は流入する方位角に依存せず、全方位角において同じ条件で流体の測定
を行うことができる。また、任意の方位角方向の流出入部１０３１から流入した流体の一
部は、遠心分離流路部１０３２ａ、１０３２ｂおよび検出部流路部１０３３を通って検出
部１０４３に接触する。従って、検出部１０４３で全方位角方向における流体の速度およ
び方向を検出することができる。
【００６５】
　また、検出部流路部１０３３へは、遠心分離流路部１０３２ｂに流入した流体の一部が
流入するようになっている。よって、検出部流路部１０３３へ流入する流体の量は、遠心
分離流路部１０３２ｂと検出部流路部１０３３との間の導通領域の大きさによって決まる
ことになる。一方、検出素子１０４３ａ、１０４３ｂは、その仕様に応じて、精度良く流
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体の速度を測定することが可能な速度範囲が決まっている。すなわち、流体測定装置１０
０の構成によれば、遠心分離流路部１０３２ｂと検出部流路部１０３３との間の導通領域
の大きさを適宜設定することによって、同じ検出素子１０４３ａ、１０４３ｂを用いて、
外部流体の様々な速度状態に対応可能とすることができる。
【００６６】
　（流体の流路と流れ）
　次に、流体測定装置１００内における流体の流路およびその流れについて、図１（ａ）
（ｂ）、図３（ａ）（ｂ）、および図４を用いて説明する。
【００６７】
　流体は、図１（ａ）に矢印で示す３つの流れｗ１～ｗ３となって、流体測定装置１００
内を流れる。第１の流れｗ１は、流出入部１０３１、遠心分離流路部１０３２ａ、遠心分
離流路部１０３２ｂ、検出部流路部１０３３、遠心分離流路部１０３２ｂ、遠心分離流路
部１０３２ａ、流出入部１０３１の順に流体が流れる。第２の流れｗ２は、流出入部１０
３１、遠心分離流路部１０３２ａ、底部流路部１０３４、遠心分離流路部１０３２ａ、流
出入部１０３１の順に流れる。第３の流れｗ３は、流出入部１０３１、遠心分離流路部１
０３２ａ、流出入部１０３１の順に流れる。第４の流れｗ４は、流出入部１０３１、遠心
分離流路部１０３２ａ、１０３２ｂ、流出入部１０３１の順に流れる。換言すれば、流出
入部１０３１から遠心分離流路部１０３２ａに流入した流体のうち、一部が遠心分離流路
部１０３２ｂと検出部流路部１０３３とを経由して、再び遠心分離流路部１０３２ｂを通
り、遠心分離流路部１０３２ａに戻って流出入部１０３１から流出する（流れｗ１）一方
、残りが遠心分離流路部１０３２ａ、１０３２ｂおよび底部流路部１０３４を通って流出
入部１０３１から流出する（流れｗ２、ｗ３、ｗ４）。
【００６８】
　つづいて、流体測定装置１００における流体の流れｗ１、ｗ２、ｗ３について、順を追
って説明する。
【００６９】
　図３（ａ）として、図２（ａ）に破線Ａ－Ａ’で示す矢視断面図を示す。また、図３（
ｂ）として、図２（ａ）に破線Ｂ－Ｂ’で示す矢視断面図を示す。
【００７０】
　流出入部１０３１から流入した流体は、遠心分離流路部１０３２ａに流入する。
【００７１】
　図３（ａ）に示すように、遠心分離流路部１０３２ａに流入した流体は、遠心分離流路
部１０３２ａ内を垂直下方向に流れる（流れｗ１、ｗ２）とともに、水平方向にも流れる
（流れｗ３）。実際には、流体は垂直下方向の流速成分と水平方向の流速成分とをどちら
も有しているが、簡単のため、垂直下方向に流れる流体と、水平方向に流れる流体とにつ
いて考える。
【００７２】
　次に図３（ｂ）に示すように、垂直下方向に流れる流体（ｗ１、ｗ２）は、遠心分離流
路部１０３２ａを通って、遠心分離流路部１０３２ａと遠心分離流路部１０３２ｂ、底部
流路部１０３４との接続部に到達する。
【００７３】
　一方、水平方向に流れる流体（ｗ３）は、遠心分離流路部１０３２ａの環状形状におけ
る円周方向に沿って流れる。そのため、流体内に存在する塵埃Ｇは、上記環の外側、すな
わち遠心分離流路部１０３２ａの外側面方向に向かう遠心力を受ける。遠心力を受けた塵
埃Ｇは外側面近傍を流れるとともに、流出入部１０３１から外部に放出される。従って、
流体に含まれる塵埃が少なくなる（効果Ａ）。
【００７４】
　実際には、流体は、垂直下方向の流速成分と水平方向の流速成分との両方を有している
。そのため、流体は、遠心分離流路部１０３２ａを垂直下方向に流れつつ、水平方向に流
れる。従って、効果Ａによって、遠心分離流路部１０３２ａを通る間に、流体中の塵埃が
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少なくなる。
【００７５】
　こうして、塵埃が少なくなった流体は、遠心分離流路部１０３２ａから遠心分離流路部
１０３２ｂまたは底部流路部１０３４に流入するときに、流速の方向が変化する。そして
、垂直上方向の流速成分が大きい流体は、遠心分離流路部１０３２ｂに流入する（流れｗ
１）。一方で、水平方向の流速成分が大きい流体は、底部流路部１０３４を流れる（流れ
ｗ２）。
【００７６】
　底部流路部１０３４を通った流体（流れｗ２）は、次に遠心分離流路部１０３２ａを通
ってそのまま流出入部１０３１から流出する。
【００７７】
　一方で、遠心分離流路部１０３２ａから遠心分離流路部１０３２ｂに流入する流体（ｗ
１）は、遠心分離流路部１０３２ａと１０３２ｂとの接続部において、流速方向の下向き
から上向きへの変化によって、流体中の塵埃に慣性力、すなわち下向きの力が働く。その
ため、塵埃は底部流路部１０３４に流入しやすく、遠心分離流路部１０３２ｂには流入し
にくい。従って、遠心分離流路部１０３２ｂを流れる流体（流れｗ１）に含まれる塵埃が
少なくなる（効果Ｂ）。
【００７８】
　遠心分離流路部１０３２ｂに流入した流体（流れｗ１）の一部は遠心分離流路部１０３
２ａに流入する流れ（流れｗ４）となり、残りは、次に検出部流路部１０３３に流入する
。
【００７９】
　図４に、検出部流路部１０３３近傍の拡大図を示す。同図のように、検出部流路部１０
３３は、検出部１０４３を中心とする円盤型の中心部１０３３ａと、遠心分離流路部１０
３２ｂと接続する周辺部１０３３ｂとで構成されている。
【００８０】
　ここで、図４に破線Ｘで示したように、検出部流路部１０３３は、周辺部１０３３ｂか
ら中心部１０３３ａに向けて、流路面積が狭くなっている。こうすることで、検出部１０
４３付近における流れを安定させることが期待できる。
【００８１】
　検出部流路部１０３３に流入した流体は、検出部１０４３と接触する。このとき、検出
部１０４３と接触する流体には、上記の効果ＡおよびＢによって、流体中の塵埃が少ない
。従って、検出部１０４３に塵埃が付着することによる流体速度検出誤差が生じることを
抑制することができる。
【００８２】
　検出部１０４３と接触した流体は、遠心分離流路部１０３２ｂおよび１０３２ａを通っ
て、流出入部１０３１から流出する。
〔効果〕
　ここでは、流体測定装置１００の構成による、上述の効果Ａ、Ｂ以外の効果について、
図５および図６を用いて説明する。
【００８３】
　図５は、流体測定装置１００において、遠心分離流路部１０３２ａ、１０３２ｂ、およ
び底部流路部１０３４の接続部近傍の拡大図である。
【００８４】
　上記接続部の構造により、遠心分離流路部１０３２ａ内の下向きの流れが遠心分離流路
部１０３２ｂ内の上向きの流れに方向転換する。そのため、遠心分離流路部１０３２ａか
ら遠心分離流路部１０３２ｂへと流入する流体中の塵埃に対して下向きの慣性力が働く。
特に、ｈを底部流路部１０３４の高さよりも低くすることで、上記接続部を通る塵埃Ｇに
慣性力が働くことにより、遠心分離流路部１０３２ｂに流入する塵埃Ｇが少なくなる。
【００８５】
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　その理由は、ｈを低くすることによって、遠心分離流路部１０３２ａから遠心分離流路
部１０３２ｂへと流入する流体に、狭い領域で大きな流速変化が生じるようになる。その
結果、流体中の塵埃Ｇに下向きの大きな慣性力が働くので、塵埃Ｇは底部流路部１０３４
には流入しやすく、遠心分離流路部１０３２ｂには流入し難くなるためである。
【００８６】
　検出部１０４３は、流速を電圧値として検出する２つの検出素子１０４３ａ、１０４３
ｂで構成されている。検出素子１０４３ａ、１０４３ｂには、一般的に、測定精度が高い
流速領域が存在する。
【００８７】
　検出素子１０４３ａ、１０４３ｂと接触する流体の速度（流速）と、検出素子１０４３
ａ、１０４３ｂの出力電圧との関係の一例のグラフを図６に示す。同図において、グラフ
の傾きが大きい領域（破線Ｙで囲った領域）では、流速の変化に対する出力電圧の変化が
大きいので、流速の検出精度が高い。一方で、グラフの傾きが小さい領域では、流速の変
化に対して出力電圧があまり変わらないので、流速の検出精度が低い。
【００８８】
　検出素子１０４３ａ、１０４３ｂに接触する流体の速度は、上記流速の検出精度の高い
領域、すなわち最適な流速感度領域に含まれることが望ましいが、外部環境の流速によっ
て、検出素子１０４３ａ、１０４３ｂに接触する流体の速度は様々である。
【００８９】
　すると、外部環境の流速によっては、検出素子１０４３ａ、１０４３ｂに接触する流体
の速度が、検出精度の低い領域に含まれることがある。そのため、従来の流体測定装置で
は、流速が様々に異なる外部環境に対応して、流速の検出精度を高く保つことができなか
った。
【００９０】
　例えば、図１４に示す特許文献２の流体検出装置８００では、外部環境の流速変化に対
応させるために、２枚の流体案内板８０１ａ、８０１ｂの間隔を調整することが考えられ
る。しかし、流体検出装置８００では、図１６（ａ）（ｂ）に示すように、２枚の流体案
内板８０１ａ、８０１ｂの間隔ｄのときに流体検出素子８０２ａ（８０２ｂ）と接触する
流体の速度ｖｆ（図１６（ａ））は、２枚の流体案内板８０１ａ、８０１ｂの間隔ｄをｄ
’に変化させたときの流体検出素子８０２ａ（８０２ｂ）と接触する流体の速度ｖｆ’（
図１６（ｂ））とほとんど変わらない。このように、従来の流体検出装置８００は、簡単
な設計変更によって外部環境の流速変化に対応させることはできない。
【００９１】
　一方、本発明に係る流体測定装置１００では、図５に示す遠心分離流路部１０３２ａの
流路面積Ｓ１、遠心分離流路部１０３２ｂの流路面積Ｓ２、および底部流路部１０３４の
流路面積Ｓ３、を調整するという簡単な設計変更によって、遠心分離流路部１０３２ｂに
おける流速を調整すること、ひいては検出部流路部１０３３における流速を調整すること
が容易にできる。例えば、Ｓ１に対するＳ２とＳ３の和を大きくする、またはＳ２のＳ３
に対する大きさの比を小さくするといった設計変更により、検出部流路部１０３３におけ
る流速を遅くすることができる。
【００９２】
　すなわち、流体測定装置１００は、外部環境の流速に対応して、検出素子１０４３ａ、
１０４３ｂ（検出部１０４３）に接触する流速を、検出素子１０４３ａ、１０４３ｂ（検
出部１０４３）の最適な流速感度領域に含まれるように調整することが容易にできる構成
である。
【００９３】
　また、流体測定装置１００は、内部円筒路（遠心分離流路部１０３２ａ、１０３２ｂ）
の寸法を変更することにより、分流比率を制御し、検出部１０４３へ達する流速の調整を
容易にする内部流路構造を備えるということもできる。
〔変形例〕
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　本実施形態は、検出部１０４３を構成する２つの検出素子１０４３ａ、１０４３ｂが、
どちらも検出素子基板１０１上に配置され、流路の方向に隣接している構成である。
【００９４】
　しかし、図７に模式図を示す流体測定装置１００ａのように、検出素子１０４３ａ、１
０４３ｂが、流路を挟んで検出素子基板１０１ａ、１０１ｂ上に配置され、流路の方向に
対して垂直方向において互いに対面する構成であってもよい。
【００９５】
　このような構成とすることで、検出素子１０４３ａおよび１０４３ｂと接触する流体（
の大部分）は、検出素子１０４３ａ、１０４３ｂが対面する方向と垂直な方向に流れる。
そのため、検出素子１０４３ａ、１０４３ｂでは、流体の流れる方向について同じ位置で
、流体速度の検出軸方向成分が検出される。ここで、流体の流れる方向について同じ位置
では、検出素子１０４３ａ、１０４３ｂで検出される流体は、同じ方向に流れていると考
えられる。従って、検出部１０４３において、２つの検出素子部の位置のずれによる測定
誤差を生じさせることなく、流体の正確な方向を検出することができる。
【００９６】
　前述のように、流体測定装置１００では、遠心分離流路部１０３２ａと１０３２ｂとは
水平方向に並列している構成である。従って、遠心分離流路部１０３２ａが１０３２ｂと
の接続部において、流路が反転して折り返す。上記接続部では、流れの方向が急激に変化
することによって、流れに乱流が発生しやすい。
【００９７】
　そこで、図８として上記接続部近傍の拡大図を示す流体測定装置１００ｂのように、遠
心分離流路部１０３２ａと遠心分離流路部１０３２ｂとの接続部には、流路方向の急激な
変化を緩衝するための面取り１１３５を設けてもよい。流体測定装置１００ｂの構成によ
れば、遠心分離流路部１０３２ａから流れてきた流体の一部は、面取り１１３５に沿って
流れることで流れる方向が変化し、遠心分離流路部１０３２ｂの方向に近づく。従って、
流路方向の急激な変化による滞留する流れおよび乱流の発生を抑制することができる。
【００９８】
　あるいは、図９（ａ）として構成を示す、本実施形態の他の変形例に係る流体測定装置
１００ｃのように、検出素子基板搭載部１０２’において遠心分離流路部１０３２ａと１
０３２ｂとの接続部、および、上部構造１０３’において遠心分離流路部１０３２ｂと検
出部流路部１０３３との接続部、にそれぞれ湾曲形状を形成してもよい。本変形例の構成
によれば、上記２つの接続部における、滞流および乱流の発生が抑制されるので、流体の
流れが安定する。
【００９９】
　また、流体測定装置１００ｃは、底部流路部を備えない構成例である。図９（ｂ）に、
図９（ａ）に破線Ｃ－Ｃ’で示す矢視断面図を示す。図９（ｂ）に矢印ｗ１’、ｗ２’、
ｗ３’で示すように、流体測定装置１００ｃでは、流出入部１０３１から流入した流体は
、一部は遠心分離流路部１０３２ａを通ってそのまま流出入部１０３１から流出し（ｗ１
’）、他の一部は遠心分離流路部１０３２ａ、１０３２ｂをこの順に通って検出部１０４
３と接触し、再び遠心分離流路部１０３２ｂ、１０３２ａをこの順で通って流出入部１０
３１から流出する（ｗ２’）。残りは、遠心分離流路部１０３２ａ、１０３２ｂを通って
、流出入部１０３１から流出する（ｗ３’）。
【０１００】
　（信号処理と出力）
　次に、演算部１０４２において実行される処理について、図１０を用いて説明する。
【０１０１】
　図１０は、信号処理回路１０５の構成を示すブロック図である。
【０１０２】
　検出部１０４３を構成する２つの検出素子１０４３ａ、１０４３ｂで検出された電圧信
号は、アナログフロントエンドで信号調節を受けて演算部１０４２に送られる。演算部１
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０４２は、上記電圧信号から流路中の流体の速度および方向を計算する。その計算結果か
ら、流路の設計に合わせて外部環境における流体の速度および方向に変換する処理を行い
、外部環境における流体の速度および方向として、外部に出力する。
【０１０３】
　また、演算部１０４２は、温湿度センサ１０４４から、外部環境の温湿度情報を取得し
てもよい。演算部１０４２は、上記流体の速度および方向の情報と、上記温湿度情報とか
ら計算した快適性指数（ＰＭＶ（Predicted Mean Vote）、ＳＥＴ＊（Standard new Effe
ctive Temperature））および熱中症危険度などをデータとして出力するようになってい
てもよい。
【０１０４】
　さらに、演算部１０４２は、方位センサ１０４５から絶対方位情報を取得し、検出部１
０４３から取得した流体の方向の情報を、絶対方位を基準とする方向に補正したのち出力
してもよい。
【０１０５】
　〔補足〕
　　（検出部の検出原理）
　検出部１０４３は２つの検出素子１０４３ａ、１０４３ｂで構成されている。検出素子
１０４３ａおよび１０４３ｂは、それぞれの上記検出軸方向を、流路方向の平面内におい
て互いに直交させた状態で検出素子基板１０１上に配置されている。検出素子１０４３ａ
、１０４３ｂは、それぞれ一方向（検出軸方向）の流速を検出することができる。
【０１０６】
　ここでは、図１１（ａ）（ｂ）を用いて、検出素子１０４３ａ、１０４３ｂによって流
体の速度を検出する原理を説明する。図１１（ａ）（ｂ）に示した検出素子１０４３’は
検出素子１０４３ａ、１０４３ｂのどちらであるとみなしてもよい。
【０１０７】
　図１１（ａ）（ｂ）に構成図を示す検出素子１０４３’は、２つのサーモパイル１１０
１ａ、１１０１ｂと、ヒータ素子１１０２で構成されている。これらは、サーモパイル１
１０１ａ、ヒータ素子１１０２、サーモパイル１１０１ｂの順で、流路に沿って一列に並
んでいる。この配列方向が、検出素子１０４３’の上記検出軸方向である。
【０１０８】
　ヒータ素子１１０２が熱を放射することで、流路内には流体の熱分布が形成される。
【０１０９】
　図１１（ａ）に、流路内の流体が静止した状態における熱分布Ｔ１を示す。熱分布Ｔ１
は、ヒータ素子１１０２を中心として、上記検出軸方向に対称となっている。ここで、サ
ーモパイル１１０１ａ、１１０１ｂは、該サーモパイル１１０１ａ、１１０１ｂが配置さ
れた位置における温度を電圧値として検出する。従って、例えば、サーモパイル１１０１
ａからヒータ素子１１０２までの距離と、サーモパイル１１０１ｂからヒータ素子１１０
２までの距離が等しい場合、熱分布Ｔ１が検出軸方向に対称のため、サーモパイル１１０
１ａおよび１１０１ｂで検出される温度は等しい。
【０１１０】
　次に、図１１（ｂ）に、流路内に流れがある状態における熱分布Ｔ２を示す。このとき
の熱分布Ｔ２は、矢印方向に流れがあることによって、上記検出軸方向に対称ではなくな
っている。そのため、サーモパイル１１０１ａおよび１１０１ｂで検出される温度は、流
体が静止状態のときとは異なるものになる。同様に、流体が流れている場合において、流
速が異なれば熱分布も異なるものになる。従って、流速と熱分布との関係を予め調べてお
けば、サーモパイル１１０１ａおよび１１０１ｂで検出される温度により流速を検出する
ことができる。
【０１１１】
　こうして、検出素子１０４３’では、流速の差異をサーモパイル１１０１ａおよび１１
０１ｂにおける検出温度として検出する。
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【０１１２】
　検出素子１０４３’は、サーモパイル１１０１aおよび１１０１ｂで検出した温度を、
これらのサーモパイルの出力電圧同士の電圧差ΔＶとして取得する。このとき、測定すべ
き流速Ｖｆと電圧差ΔＶの関係は、ΔＶ＝Ａ・（Ｔｈ－Ｔａ）・（Ｖｆ）１／ｂで表され
る。ここで、Ｔｈはヒータ素子１１０２の温度、Ｔａは外部環境の温度、Ａ、ｂは定数で
ある。
【０１１３】
　このようにして、検出素子１０４３’において、検出軸方向の流速Ｖｆが検出される。
【０１１４】
　そして、検出部１０４３は、検出軸方向が互いに直交している検出素子１０４３ａ、１
０４３ｂから、それぞれの検出軸方向の流速、すなわち直交する流速成分を取得すること
で、流体の速度および方向を検出する。
〔実施形態２〕
　本発明に係る流体測定装置の第２の実施形態について、図１２に基づいて説明すれば、
以下のとおりである。なお、実施形態１と同様の部材に関しては、同じ符号を付し、その
説明を省略する。
【０１１５】
　図１２に、本実施形態に係る流体測定装置２００の模式図を示す。
【０１１６】
　流体測定装置２００は、１つの遠心分離流路部（遠心分離流路）２０３２を備える構成
である点で、２つの遠心分離流路部１０３２ａ、１０３２ｂを備える実施形態１に係る流
体測定装置１００と異なっている。そのために、流体測定装置２００は、上部構造２０３
の形状が上部構造１０３と異なっている。流体測定装置２００は、上記構成の差異によっ
て、該装置に形成される流体の流路が流体測定装置１００のそれとは異なる。
【０１１７】
　以下に、流体測定装置２００における流路について説明する。
【０１１８】
　流体測定装置２００に流入した流体は、２つの流れとなって流体測定装置２００内を流
れる。第１の流れは、流出入部１０３１、遠心分離流路部２０３２、検出部流路部１０３
３、遠心分離流路部２０３２、流出入部１０３１の順に流体が通る。第２の流れは、流出
入部１０３１、遠心分離流路部２０３２、流出入部１０３１の順に流体が通る。
【０１１９】
　遠心分離流路部２０３２は、中心軸が同じで径の異なる２つの円筒を内側面および外側
面とする間隙に形成された環状の流路である。上記外側面および内側面は、検出部１０４
３を通る垂直軸を中心軸としている。また、遠心分離流路部２０３２は、上記外側面で流
出入部１０３１と全方位角方向において連通している。
【０１２０】
　遠心分離流路部２０３２は、当該遠心分離流路部２０３２の外側面の下部領域において
流出入部１０３１と全方位角方向において連通している。また、検出部流路部１０３３は
、遠心分離流路部２０３２の内側面の上部領域と全方位角方向において連通している。
【０１２１】
　流出入部１０３１から流入した流体の一部は、遠心分離流路部２０３２、検出部流路部
１０３３、遠心分離流路部２０３２の順に通って、流出入部１０３１から流出する。流入
した流体の残りは遠心分離流路部２０３２を通ってそのまま流出する。
【０１２２】
　遠心分離流路部２０３２を通る流体は、前記実施形態１で説明したのと同様に、環状の
円周方向に沿って流れることで、上記円周の外側、すなわち遠心分離流路部２０３２の外
側面方向に向かう遠心力を受ける。遠心力を受けた塵埃Ｇは外側面近傍を流れるとともに
、流出入部１０３１から外部に放出されるため、流体に含まれる塵埃が少なくなる。また
、外部に放出されない塵埃も、遠心分離流路部２０３２の外側面に沿って流れるので、検
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出部流路部１０３３には流入せずに流れるものが多い。
【０１２３】
　従って、流体測定装置２００は、流体測定装置１００よりも簡素な構成でありながら、
検出部１０４３に塵埃が付着しにくい。
【０１２４】
　また、検出部流路部１０３３の流路面積と遠心分離流路部２０３２の流路面積との比を
頂整することによって、検出部流路部１０３３を流れる流体の速度を調整することができ
る。
【０１２５】
　なお、流体測定装置２００において、演算部１０４２を配置する制御基板１０４１と検
出素子基板１０１とが同一の部材であってもよい。また、温湿度センサおよび方位センサ
が、検出素子基板１０１上に配置されていてもよい。
〔実施形態３〕
　本発明に係る流体測定装置の第３の実施形態について、図１３（ａ）～図１３（ｃ）に
基づいて説明すれば、以下のとおりである。なお、実施形態１および２と同様の部材に関
しては、同じ符号を付し、その説明を省略する。
【０１２６】
　図１３（ａ）および（ｂ）はそれぞれ本実施形態に係る流体測定装置３００、３００ａ
の模式図である。図１３（ａ）は、１つの遠心分離流路部（遠心分離流路）３０３２を備
える構成例を示し、図１３（ｂ）は、２つの遠心分離流路部（遠心分離流路）３０３２ａ
、３０３２ｂを備える構成を示す。
【０１２７】
　流体測定装置３００（３００ａ）は、流出入部１０３１と遠心分離流路部３０３２ａと
の接続部が、遠心分離流路部３０３２（３０３２ａ）の外側面における、上記中心軸方向
に対して中央となる領域にある。
【０１２８】
　図１３（ｃ）は、参考に係る流体測定装置９００の模式図である。
【０１２９】
　流体測定装置９００は、流出入部１０３１と遠心分離流路部９０３２ａとが連通する位
置が、遠心分離流路部９０３２ａの外側面の上部領域（遠心分離流路部９０３２ｂと接続
する下部領域とは別の端部領域）にある点で、流体測定装置３００（３００ａ）と異なっ
ている。
【０１３０】
　次に、流体測定装置３００（３００ａ）における流体の流れについて、流体測定装置９
００のそれと比較して説明する。
【０１３１】
　流体測定装置３００、３００ａ、９００において、流出入部１０３１から流入した流体
は、水平方向に流れる量が多い。あるいは、流出入部１０３１から流入した流体の主流方
向は水平方向であるということもできる。なぜならば、流出入部１０３１が、流体測定装
置３００、３００ａ、９００の垂直な側面に設けられているためである。
【０１３２】
　さて、流体測定装置３００（３００ａ）では、流出入部１０３１から流入した流体のう
ち、遠心分離流路部３０３２（３０３２ａ）を垂直方向に流れるように流速が変化する流
体の量が流体測定装置９００よりも少ない一方、水平方向に流れる流体の量が流体測定装
置９００よりも多い。これは以下の理由によるものである。
【０１３３】
　流体測定装置９００では、流出入部１０３１から水平に流入した流体は、まず、遠心分
離流路部９０３２ａの上側面と内側面とに囲まれた領域に流入する。すると、この上側面
と内側面とにおける反作用の合力により、流体の主流方向は、遠心分離流路部９０３２ａ
の環状形状に沿って斜め下方向となる。
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【０１３４】
　一方で、流体測定装置３００（３００ａ）では、流出入部１０３１から水平に流入した
流体は、遠心分離流路部９０３２ａの内側面から反作用を受けるのみで、上下方向への反
作用は生じない。すなわち、流速の垂直成分が変化しないため、流体の主流方向は、遠心
分離流路部９０３２ａの環状形状に沿って流出入部１０３１とほぼ等しい水平面上にある
。
【０１３５】
　環状に沿って流れる流体（主流）に含まれる塵埃は、遠心力によって遠心分離流路部３
０３２（３０３２ａ）の外側面近傍を流れる。すると、流れる方向の水平面上の上記外側
面には流出入部１０３１が設けられているので、塵埃が流出入部１０３１から外部に放出
される。従って、流体に含まれる塵埃が少なくなる。
【０１３６】
　すなわち、流体測定装置３００（３００ａ）は、流体の流量が最も多い主流方向と同じ
水平面上に流出入部１０３１が存在するため、流体測定装置９００と比較して、流出入部
１０３１から塵埃が排出されやすい構成である。従って、検出部１０４３に塵埃が付着し
ないようにする効果が大きい。
【０１３７】
　さらに、流体測定装置３００（３００ａ）では、流出入部１０３１が流体測定装置３０
０（３００ａ）の高さ方向の中央付近に設けられている。この構成は、外形上、上下方向
の対称性が高い構成である。そのため、流体の上下方向の流速成分の大きさによる流体の
流入量の差が小さい。
【０１３８】
　従って、流出入部１０３１に対する流体の上下方向の入射角度に応じて流入する流体の
量が変化することにより、流速の計測値に誤差が生じることを抑制することができる。
【０１３９】
　なお、流体測定装置３００（３００ａ）は、流出入部１０３１が遠心分離流路部３０３
２（３０３２ａ）の外側面の中央の位置に設けられているため、上記外側面が流出入部１
０３１の設けられた高さに対して上下に延びている。従って、流出入部１０３１が流体測
定装置３００（３００ａ）の高さ方向について中央近傍に設けられた構成としやすい。
【０１４０】
　一方、流体測定装置９００では、外形上の上下方向の対称性を高くするために、上部構
造１０３の上部に付加構造部９０３ａを設けている。
【０１４１】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能であり、上記実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得ら
れる他の実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１４２】
　本発明は、流体の速度および方向を検出する流体測定装置に使用することができる。特
に、クリーンルームにおけるダウンフロー監視、データセンタにおけるエアフロー監視、
工場および事業場における空調および快適性の監視、家庭における空調、換気状態、およ
び快適性の監視のために使用することができる。
【符号の説明】
【０１４３】
　１００、１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、２００、３００、３００ａ　流体測定装置
　１０３１　流出入部
　１０３２ａ、１０３２ｂ、２０３２、３０３２、３０３２ａ、３０３２ｂ　遠心分離流
路部（遠心分離流路）
　１０３３　検出部流路部（検出部流路）
　１０４２　演算部
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　１０４３　検出部
　１０４３ａ、１０４３ｂ　検出素子（検出素子部）
　１０４４　温湿度センサ（温度検出部／湿度検出部）
　１０４５　方位センサ（方位検出部）

【図１】 【図２】
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【図１６】
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